も、 直ぐ 気を取り直して 奥の 方へ 案内し ました。 私 は 

伯林へ 来るな リ (私が 伯林へ はいった の は、 その 夏の 

始めでした) 伯林の 労働者に 好感 を 持った のでした。 

彼等の 多く は 実に 無邪気で 明るい。 トラックの 上に か 

たまって 乗って いる 労働者 達が 異国 人の 私達に 笑い か 

けながら 手 を 振つ て 通り過ぎる 情景な どに 幾度 接した 

かわかり ませんで した。 で、 機会の ある 毎に 私達 は、 

この 勤労 生活 を 善意に 受けて いる 可憐な 人々 に 好意 を 

見せ、 かりにも 他国人ら しい 警戒の 素振りな ど 見せた 

ことはありませんでした。 その 労働者 達の 服装 も 一 見 

むさぐ るし いが、 よく 見れば やはり 独逸 人の 克明な 清 



潔 さが はっきり 見えます。 —— 即ち 彼等の 妻 や 娘ら に 

よって、 よく 洗濯され て あり、 よく 継ぎはぎ されて あ 

り ま ^9 

電線 修繕の 仕事が 終りました。 外 はま だ どんどん 雪 

の 降って いるの が 窓から 見えます。 労働者 達 は 私が 毛 

皮の 敷物 をす すめる と 素直に その上へ 坐り、 スト ー ヴ 

にあたり 始めました。 生憎 二三 日 来 風邪をひいて 居て 

女中 は 欠勤して 居りました。 主人 はずつ と 向う の 部屋 

で 日本の 新聞へ 送る 画 を 描き 耽って 居りました。 私 は 

一 人で お茶 を 沸かして 彼等に すすめました。 

—— 煙草 を あげましょう か、 日本の たばこ ご 



と 私 は 主人の 居る 方へ 敷 島で も 採りに 行こうかと 立 

ちかかり ました。 すると そのな かの 壮年の 方が 

—— 煙草 はいりません。 その代り 日本のお 嬢さん 

(西洋人に は 東洋人の 年齢が わかりにく いのです) あ 

なた 日本の 歌を唱 つて 聴かせて 下さい ご 

—— 日本で も 歌 をうたい ます かね、 お嬢さん ご 

と 老人が 如何にも もの 軟らかに 尋ねる。 私 は 坐り 直 

して 彼等の 申出 を 直ぐ 聞き届けて やりました。 私 はみ 

ん なに 眼 を 瞑って 居て 貰って、 力 チュ— シャを 声を顫 

わせない 日本 流に 唱 つた。 すると 青年の 方が、 それ は 

露西亜 風 だと 言った。 流石 音楽 国の 独逸 人 だと 感心し 



ました。 それから 私 は 今度 は 純 日本の 歌 だと 証明して 

置いて 「どんと、 どんと どんと、 濤 乗り越えて I」 を 

唱 つた。 すると 壮年の 方 はまた 言いました。 

—— それ はお 嬢さん、 男の 学生 風の 歌です ね。 私の 

お望みす るの は、 日本の 女の …… つまりお 嬢さん 方が 

平生おう たいになる 歌です ご 

ああそうかと、 私 は 心に うなずいて 今度 は 尚々、 単 

純な 声調で、 

さくら、 さくら、 弥生の 空 は、 見渡す 限り。 かすみ 

か 雲 か、 におい ぞ出 ずる。 いざや、 いざや、 見に 行か 

ん。 
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